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す 婦 ンー マ 地 助 本 の を 
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いた 日 う 県 地 
< ま 。 と 6 の の 活 。 の を 発 あ こ 
住 融 活 る 電 た 県 適 相 消 促 図 造 あ た 心 所 に め / る ポ 社 
全角 う 造 べ 行 独 め 民 切 謎 時 送る 動 た た ふ 3: す 項 山 い 活 会 た 
い 計 妹 の ` な 台 半 防 化 警 生 な を 生 に ほ を た か 笠 ・ 境 県 あの いか 
い 法 対 の な ^ を 察 活 対 充 活 努 か 進 か いあ 
家 の 代 整 住 生 い 図 孝 の 変人 生 の い ら いま う < 欄 本 。 の の る 業 い 
づ 研 に 備 宅 活 ヽ 交 り 設 安 を 3 人 まま 暮 庭 快 ら つろ 笛 展 活 で で 庭 
0 に い 天 上洛 要 の 充 の を す 美 と 
こい 実 品 。 事 と じ ぶ の 還 人 実 基 実 ? し 心 
介 取 て を 下 ち む て へ た ニニ 機 づ 生 大 ※209 織 いふ 
金 り は 図 水 こ を ます の 見 いのら 和信 訂 ー 関 を し と 卿 れ 
5 3 道 と ト 上 た 装 の き 価 消 っ 築 ' り 土 あ 
よ む 屋 ま な が た い 材 確 ま 男 活 充 の ま は 近 玩 
び ほ 根 す と で 実 と ク 是 析 ま 和 きま 動 実 敵 す て く 明 と は う 
優 か 和 き と 
ト タ 業 村 2 EE 海 検 テ 整 。 施 正 整 大 図 整 る 消 。 に 地 
県 い お 供 つ 敬 委 4 1 の 修 り 花 六 辺 詩 ( 備 ま し 掲 人 気 生 っ 備 助 防 消 友 虹 
自 き よ ょ 用 い 小 を 宅 | の 実 景 | と に 教委 調 に た ま 水 拡 汚 活 て 促 成 団 防 2 
目 佑 まき ま び 開 て 矢 行 地 リ り 区 閣 を ン 経 昌 汗 目 人 対す 馬 充 近県 い 人 梓 防 す 炎 
舌 環 すす 幹 始 は 部 い 取 人 さ 
園 の 管 向 六 流す 資 キ 進 花 グ ン づ す 催 設 施 助 ま 性 ほ 呈す 防 村 モ 人 内 
に 人 ま の い エ 下 の 人 
( コ ・ ヽ 2 PS 少 ^ と り ー 2 バ 
お に 針 光 年 水際 く を 人 と と に 県 ょ 則 海 氷 調 地 シ 有 卓也 きつ 所 
いつ 化 し 1 肖 72 つ 2 まる まり ら 2 まき よ えん 2 ま ら 各 
て * ど っ ト 本 ツ 導 き ゝ 本 ご 本 手 e Hz こ 
自 て 進 ン の 整 人 を に ヤセ ト て 化 と 対 メ 環 を の ム め 備 線 対 は 
然 は め タ | le c は ン 事典 は の の 策 ニニ 境 に 適 を を の す 8 
( こ p | 部 に し 
ェ ト る を 催 じ 
山 の < 事 魅 点 駅 を ま 河 神 は 求 る た 1 し 
総 国 間 成 動い . 山 業 な 極 る 地 ま の 親 楽 村 生 り 業 力 整 北 引 ます 公 通 か 河 め お 生 5 拉 K 広 し め 
間 事 県 合 道 の 車道 き う 日 駅 に 北 鏡 > 県 的 は 災 県 す 保 し 人 引 だ た も あ 間 交信 思 提 に 手 ちい 生 失 往生 光 と 閉 
休 5 業 中 民 認 や 早 東 道路 ま 関 も で つ 陸 2※ 土 に か 害 土 " 全 も 典 貴 環 推 実 る の 区 続 の りう も 半そで る の 拉 くま に 
放 ま の 大 の な 見 期 洪 の 交 す 係 早 起 い 新 2 朗 ※ ブ 推 危 保 と 集 ` 地 境 進 施 都 た を き 生保 区 あっ 間 を 記 関 
出す 導入 足 道道 着 北 上 通 " 機 く エ て 香 ※2 く 進 治 険 全 利 い 医 太 の し し 市 め 中 笑 ち 差 ン ま 総 いる の 2 字 % き に 回 
人 計 李 義 語 泊 短 の し 机 千 半 を 痕 に 改 ま / 量 の 心 施 づ 本 の 二 合 ま 借 向 す 履 る 
洪 た の 半 全 工 導 部 に に 格 が ` 駅 を * 対 策 推 開 確 つ 敬 す 尊 観 調 と すく < 設 カ 十 洛 すか 上 大 る 
に に つ 確 上 強 着 行 三 周 体 進 災 砂 策 に 進 催 保 い を * 力 づ 査 し る り 計 ナー 用 な と 雪 多 
人 導 め 害 防 事 つ を す "て 進ま あく を た ほ モ に ル 世 調 生 と 入 鐘 か 彩 
て は 図 の 休ま 道 間 は 働 が れ 二 環 伴 才 ま の 事業 い 図る 道 は め た る 行 新 か デ 取 バ 人 人 生 
は bB も き 実 ま 六 境 す な 業 で て うい が 中 いま いま 志 う 都 ル り に を ge と 事 
は 蜂 、 り 整 も す の の さき た Z ヽ 東 婦 束 い ゝ 人 実 は まあ テー b す 農 と ー。 ほ 市 富 事 組 ク 公 行 間 の と ト * 
] 「 ま 備 進 県 早 北 か 現 し 日 瑞 ia を 格 い 自 交 地 半 ち デ は み 運 周 う が 。 う 緑 
特発 利 す に め ま 内 期 朗 け す た に  。 鍋 導 季 す 山 き 然 通 場 ゲル か 交 山 業 和 を 痕 
だ 成 首 災 た に 元 目 ト < が 肢 相 M 提 当 
% いい = 還 こ 引 い 県 川 謀 に 想 除 典 1 
- 全館 努 啓 層 に 重 3 営 総 水 開 わ 調 排 村 雪 対 
0 ちら み た 放す を 愛す ー 団 中 取 )) 国 光村 っ 思 を め 先 交 施 な 要 入山 ま 叶 全般 レ た 本 訪 久 宣 吉 
ロ つ ダ に 月 3 企 区 9 寺 団 | り 人 レ 際 想 カ ま 活 通 設 つ 港 と 湊 す 了 源 ま る な の 落 基 
/ い 有 国 け ン 由 泊 還 組 ・ い 化 2 の 月 す ) 安 の < 放 語 の 事 発 の す 総 ど 促 整 ち 6 
ノ ハバ 「 旧 * に 2 \ \ に 9 に ご Ka 。 1 2 りこ を 穫 う と 3 8 と 二 2 公 信 づ 計 
人 野 代 半 及 オ ま 展 に 備 り し 本 用 。 的 克 ド く . 画 
人 放 だ こ へ と 本 を に を | た 閉 つ 蔵 て 究 利 計 を ! な 雪 水 業 り に 
遺 派 0 竹 和 を どか の 富 の が 報 も 対 内 図 プ "し い 充 和 を 用 画 推 つ 施 と 人 了 と 5 
レ 場 月 本 と 了 ・ 4 In ay っ. り ン デベ て を 定 4 p ) 、 策 : 1 を 
ま 枠 カ年 校 き 各 ら 設 山 窒 必 の つっ まし 通 事 は 図 を き いつ に す て を 宇 発 寺 て 
いあ 、 才 二 針 箱 途上 県 で 流 人 る 2 た す い 安 数 り 契 れ まい 進 る は 着 の 機 で 無 第 
音信 減 。 促 に 研 プ 亭 友 す の 材 た 5 移 2 交会 防 各 ま 機 る す て 。 め ほ 、 実 両 構 る 還 二 
校 を 人 人 渡 修 ラ 省 好 師 の め 記 通 議 上 人 な と は て か 河 に 面 構 み 害 次 
ヨ 生 カ 派 も の ら 抽 ジ 三代 進 育 に 婦 に 
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行 し 構 も ク 束 策 電 タ と を し 技 を く 実 た た 所 機 
牙 の の 和 に ト ま 備 定子 | し 県 進 て 術 通 科 技 も や 高 豊 得 会 活 
必 族 再 政 nk 人 交 す 研 を で て 内 めい 夫 じ 3 の 地 齢 か の を カカ 
党 認 電 改 試 共 実る 完 オ 本 企 る く < 新 創 技 / 久 で 域 化 な 向 維 あ 
っ 諸 率 験 同 地 に な 施 | 年 業 こ た の 人 造 術 0 放す 文 社 県 上 持 る 
活 背 に 研 研 域 努 ど 設 プ 七 の と め 動 性 に > 化 会 民 を ・ 産 
E 務 ・ つ 完 究 産 の めい の ン 月 技 が の 向 豊 親 県 の に 生 も 創業 
化 の 事 い 貴 を 業 ま 高 整 す に 術 肝 環 に か め 形 お 活 た 出 は 
合 務 て 関 推 技 広 次 備 る 工 高 要 境 積 な む 成 け を ら す ` 
図 理事 は の 進 術 " 研 基 は ほ 業 度 で 条 極 人 風 を る 実 し る 県 
9 化 業 先 す プ 完 本 か 技 化 す 件 的 材 土 績 和 支 福 現 ` と 民 
な 行 適 る ロ 比 構 術 の の に を の え 祉 し 安 と の 
す ど 見 政 技 と ジ 能 想 機 セ 換 整 対 育 醸 ! 光 札 て の ` 定 も 就 
直 機 術 と = の を 概 ン 点 備 応 て 成 い 充 まし に 業 
な お や に 産 成 施 化 3 あ ら な み s ま 済 の 給 人 の 
っ 守 を 策 や 農 る 山 づ コ \ 典 す の 形 を 農 L 研 
制 が 天文 す 性 図 を 地 農 漁 く < も 活 林 “ 発 成 は 林 農 を 究 
散 県 10 野 の 層 り 推 域 に 林 村 り の 力 水 展 な じ 水 史生 身 邊 
備 庁 県 菜 庫 の よ 進 農 つ 水 の - つ あ 麻 に ど め 産 水 り 発 
を 別 民 1 い 替 す し 業 い 産 活 を くる 業 重 県 ` 業 を ぶさ 
人 朱 花 転 力 の て 業 性 施 り この 要 民 活 は 沙 呈 圭 人 す 差 
め を 開 | き 作 を ま 典 組 は の 化 策 ヽ 人 重 な 生 カ 業 信 
ま 先 か ジ す の 重 た 織 実 を の 潤 ご 要 役 活 あ 食 克 し 
入る の 定 ね ` の 化 典 現 進 柱 い < 人 性 割 の る 種 ? 商 和 
。 さ た 照 人 振 者 8 良 担 を 地 を め と あ 9 に を 安 地 の そ 
せ 県 ご F 質 い 促 の 図 し る カ 時 定 域 安 の 
> の に カ に す 流 り 魅 て - ん 7 だら 本 。3 機 
剛 め 人 能 
ュー に ュ の を Ya を さ を 振 者 て を 用 の ム 、 甲 
6 に 誠 8 テ ! 観 し い ゝ と ン | ま > が か 報 域 寿 の 詩 - こ 3 こ ここ 計 ーー ン に 』 5 増 め 
人 生 : 球 半 人 滴 A0 人 4 光 いき の に - いま す ト 商 化 小 業 上 生 綿 半 提 当ら 図 こ 異 の る 水 展 タオ 措 配 林 的 殖 畜 樹 、 
すす な す ee こと 高 に 湖 度 化 鶴 滞 観 を きた “ 事 店 モ 売 と る に る の 資 継 交 産 開 | 1 置 置 業 な セ 産 苗 花 
天 まま る の し が NN を 光山 光 引 い 業 街 デ 商 し 人 向 業 本 た ほん 金 呈 業 業 を デ プ 和 を 9 に 振 ン に 木 き 
た と 広 た 5 た て 論 涯 用 図 客 - 振 きき 観 に の ル 業 て 要 ` 上 か の 安 を に ま 老 ン 詩 則 つ 筐 ヶ つ 導 部 
Pr 報 4 め 上 厳 者 6 ) D の キ 興 続 富 光 対 リ 事 消 発 交 人 < ia 特 払 定 推 つ す 点 す じ 伐 KaH 全 | い 人 和信 売 
の る 全 い * し の ま ーー ャ の き 山 の す | 業 費 展 す 造 必 旨 本 まで 登 産 充 に 進 い * に る て 促 て を 等 て に 市 
久 に 聴 県 定 い 刻 の す 層 ン た 実 観 振 る ダ 人 者 る 性 用 ま 礎 物 真 す て 木 い ゝ 進 は 講 の は 寺 場 
文 い 活 政 年 3 用 8 計 交 の べ め 施 光 興 助 | を 関 せ 人 0 振 す ヨ を す る は 普 材 く に じ 吉 し の 
書 情 動 バ 延 の に 安 5 人 生ま 。 年 に 成 育 実 連 る mn 0 国 振 較 る は ほ _- 及 利 ほ 県 品 て 備 了 肉 助 設 
セ 報 を ス 長 が つ ポ 剖 加 ン 冬 る ャ つ 等 成 施 事 た 和 g 。 異 り た か つ 啓 用 か 単 林 い を 用 成 置 
ン 公 き 教 の あい と を の ほ ン い を ` す 業 め ト 確 興 く ご ま め く 発 普 独 指 き 進 生 し や 
タ 開 ら 室 促 り て 定 通 展 い か ぺ て (2 計 し 業 保 り 普 す 交 漁 り 活 及 放 の 導 ま め 改 ま 優 
1 な 付 の 進 ま は 年 開き ` | は い べ は ほ 情 地 を 及 楽 業 育 動 月 助 員 す 総 良 す 良 
に トド の 了 を イハ 業 業 の 杉 ン 整 ヵ 
人 を に 1 こ 休 整 1 と 4 実 和信 女 離 コ ョ J 台 テ 品 人 ga 1 結 過 
を に 再 ま り 用 視 多 努 音 間 備 整 高 を れ ま 定 典 ン 外 閉場 設 クチ テ 質 多 化 小 強 | 時 2 
図 富 認 / ま 女 機 の 働 め 新 職 基 備 等 図 促 た に 者 サ 内 先 産 し ・ ク 制 の に 企 化 に を 高 ノ 
っ 山 識 ` 子 会 増 福 ま に 業 本 の 技 り 進 `! 努 の ル 者 ^ 業 ま 情 ミ 度 創 資 業 化 区 図 吊 
て の し 素 痢 直入 遇 株 垢 実 近 す た タ ま 吉 ン 汐 夫 の す 報 この 設 す の 図 金 る 技 リ 
い だ 1 等 に に 応 5 想 実 学 人 ンプ か カ スム 、 朝 ア る 文 oo 
き ス も ちら 者 牙 つう し の を を 校 * め | す 穫 ト ポ 間 供 。 長 全 和 ま と た ませ と る びり 計る 
まち し 必 の の め い た に ー ら 情 ン 促 活 人 拓 等 育 を 県 め の す 成 6 ド 
了 に y で 【 E 0 う 】 り 正 ( 由 導 ン 1 ツ 当 4 ゴロ ッ 
も と た 癌 信介 生 3 業 を し と い 報 鹿 。 進 用 CA 。 洒 天 舞 谷 も 導 六 る 
人 も は 人 後 の 恒 に や 材 て 。 ス 金 ほ 中 小 と 情 権 め 半 
プ い 攻 ) 併 上 容 に や NR 。 MA 7 mp an 
2 県 ド 織 > 男 間 せ に ` の 受 用 よ 人 成 人 制 ト 和 幸 報 体 3 
推 内 き を づ 女 者 発 技 て ` 施 。 充 け の り 材 る 
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装 細 忘 久 中 はい っ し 

選 玩 会 服 球 や 村民 幸 称 の 
ざさ ン ツ っ 湯本 を 守 さ 和 で キー や 
を いこ もこ バリ 9 た 9 と くう くだ (よく すか 
ー 篤 聞 基 つ 思 記さ で Pa0 つ で 
つ 全 つ ^ SG つて 衣 選 で で る 指 公 
選 り 口 下 %% で 会 捉 愉 区 幅 班 吉 


品 選 員 呈 つや うろ で や で 室 公 層 " 


MG 季 っ 束 選 SO Pos つや 9 


写 洋 雷 豆 

O 呈 べべ 憶 せ 世 マ 所 会 玉 人 
卸 如 舎 や 央 0 お りう リロ つつく る 
っ 抱 で "まで へ 中 革 つる 7 
JJQ 公 量 裳 作 記 (や へ A サ 一 莉 補 ) 
全 で 民 選 落 補 会 め で” (S 深 孝 つ ) 

O 濁 ぞ 常 走 田 選択 ロ 避 で や 守 
憶 や 閉 べ つめ 7 ヤー ミ K セ へ 公 志 
や うろ 人 心 刻 宗 坦 ・ 四 記 ・ 下 全 ペ 


全う 2 つう で で や で し うっ で SOT66 に 
外 紀 。 鞭 呈 つる? ざり 令 講 尿 
Q し 組 記 作 補 公民 玉 細 補 条 公 正 
や? 人 | | 瑞 芝 る ) 

O ふ へ KW 駆 届 鐘 還 づつ 「 間 駅 
Q る 着 り 時 9 っ の で 人 心 誤 所 つじ 選民 
皿 演 人 ポ 補 り 代 億 団 0 し 2 や 7 つ 公 
つ ^ 骨 選 8 訪 公 宮 間 つや で も agH 弄 
つべ) 公 PONS S"( 衣 根 思 で 悪 演 ) 
O 提 8w 義 べつ ね 入 加 や 下り 当 
呈 つ で" つ 公 つ / 四 選 明記 6 志 人 で 
介 億 公記 地代 StGS ( 誤 革 ) 


装 郊 邸 失せ 


記 黄 篤 置 gg シキ キー 人 K 居 開く セ SS 
壮 り 虹 望 人 K 福 (N へ 人 私 トー 人 K 刀 ) 会 
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Q 久 芝 3 ( 環 演 握り 頻 で 
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の 。 久 玉 斉 G 羽 祝う 普 察 記 や 羽 遂 
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に で まく さい 1 
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し WS っ っ) 境 居り し 時 屋 人 めで っ 知 
ce 有 下 つや 式 款 ” 郭 芯 呈 選 人 
レ ヤ エビ ベ ダ と S で 8 涯 表 直 や 管束 や 


@ り や 人 Po 6 世 和 地 屋 . 


補 権 還 ら つい 記 志 守り 皿 堂 6 補 り 
弾 記 つ レ 3 と りや 公称 取 じ ゃ ? 


定 医 人 揚 


選 玖 で 京 GW で ロビ 編 也 宮 
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ァ 


HH 


買 金 理 す 約 家 


貴 ” 捉 記 司 補 岩 うり 閉 舞 選対 
や , く xnG oo で 公 和 と SS 選 れ 6 や" 
拓 gw 求 請 ご つり 半 下京 菩 つて も 民 
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ろ っ 環 %W/ 還 世 で 羽 玉 うり 型 で で 
っ つり S 選 公民 6 や で? 央 抑 玉 郭 加 せ 
財 慰 諾 を 定 弄 全 ① 2 し 宗幸 じ 肛 の バ 
選 垢 シン ざさ 選 本 つ / 選 罰 っ 公 時 
っ ) 羽 大 叶 上 要 全品 や や で ポ や で の" 
守 ggw 毅 : く セ KG 村 4 ロゼ パン 間 N ソ 
雲 固 ロ りつ や る つぐ や ヤ " 

7 縮 四 G 取 を 世 玉 基 ら る 皿 畔 
せる で ざ で 里 鶴 紀 避 で 十 香油 和 め 思 
2” 記 深 衝 つ を 1 丹 玉 うさ ぐる 
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ュー 


どど 
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4 職業 訓練 展 


と 月 19 日 ・Z0 日 
紀 職 業 訓練 展 

高等 技能 学校 、 職 業 訓練 セン ター 
の 訓練 生 が 作っ た 作品 を 展示 する 第 
19 回 富山 県 職業 訓練 展 が 県 民 会 館 地 
ト 展 示 場 で 開か れ ま し た 

ここ で 展示 され た 作品 は 、 実 習 制 
作 作品 と し て 市 価 よ り も 安く 買う こ 
と が で き 、 会 期中 多く の 方 々 が 訪れ 
展示 作品 全て が 売り 切れ まし た 


と 月 Z0 日 
充 緑 花 推 進 県 民 会 議 

富山 県 緑 花 推進 県 民 会 議 が 県 、 市 
町 村 、 緑 花 団体 の 代表 等 を 集め 開催 
され まし た 

会 議 で は 、 富 山県 グリ ー ン プラ ン 
の 主要 事業 で ある 「 花 き 総 合 指導 セ 
ンタ ー」 設 置 の 件 や 街路 樹 の 育成 管 
理 に つい て の 報告 の ほか 、 昭 和 61 年 
度 の 事業 計画 に つい て 話し 合わ れ ま 


綴 公 開 試 買 検査 会 (し ょ う ゆ ) 
消費 生活 セン ター で 、 し ょ う ゆ の 
表示 に 関す る 公開 試 買 検査 会 が 開か 
4 まじ た 
現在 各種 の 商品 が 事前 包装 され た 
形 で 大 量 に 出回っ て いま す が 、 こ れ 


ーー ーー ーーー ーー ご 


ら の 商品 の 内 容 、 品 質 に つい て は ラ 
ベル 等 の 表示 に た よら ざる 得 な い 状 
況 で す 。 そ こ で この 検査 会 で は 、 食 
卓 に な じみ の 深い 「 し ょ う ゆ 」 を 試 
買 し 表示 が 適正 に 行わ れ て いる か チ 
ェ ッ ク し まし た 。 検査 の 結果 、 不 当 
表示 に 該当 する 商品 は あり ませ ん で 


し た 


2 月 24 日 
及 省 資源 ・ 省 エネ ルギー 運動 
富山 県 民 大 会 


ご み の 問 題 と 消費 者 の 役割 を テー 


マ に 省 資源 ・ 省 エネ ルギー 運動 富山 
県 民 大 会 が 市 町 村 会 館 で 開か れ ま し 
。 

大 会 で は 、 京 都 大 学 の 植田 和 約 氏 
の 講演 の ほか 、 5 人 の パネ ラー に よ 
る パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン な ど が 人 行 
われ まし た 


月 25 日 
北 陸自 動車 道 泊 トン ネル 買 通 
北陸 自動 車道 肖 ト ン ネ ル の 貫通 式 
が 行わ れ ま し た 。 
この 泊 ト ン ネ ル は 、 朝 日 1.C か ら 
新潟 寄り の 最初 の トン ネル で 、 長 さ 
は 713 伝 、 幅 8.5 伝 で す 。 現 場 は 
も ろ い 地質 の た め 、 工 事 も 慎重 に 進 
め ら れ 、 工 期 1 年 6 か 月 を 経て 貫通 
し た も の で す 
な お 、 供 用 開始 は 昭和 63 年 3 月 の 


nh 定 に な っ て いま す 


月 2 日 

絞 郷 土 出身 作家 

「 荒 谷 直之 介 回 顧 展 」 

県 民 会 館 美 街 館 で 「 荒 谷 直之 介 回 
顧 展 」 が 開会 し まし た 

荒谷 画伯 は 、 明 治 35 年 生れ 富山 市 
出身 の 作家 で 、 日 本 水彩 画壇 の 第 一 
人 者 で す 。 こ の 展覧 会 で は 、 同 画伯 
の 業績 を 回 顧 す る 、 少 壮 期 か ら 最近 
作 ま で の 代表 作 91 点 が 展示 され まし 


4 し ょ う ゆ の 公開 試 買 検査 会 


月 268 日 
綴 2 月 定例 県 議会 始ま る 

2 月 定例 会 が 始ま り ま し た 。 県 議 
会 期 を 3 月 22 日 まで の 23 日 間 と 定め 
た あと 、 知 事 が 昭和 61 年 度 一 般 会 計 
予算 な ど に つい て 提案 理由 説明 を 行 
My ま し た 


る 泊 ト ン ネ ル 細 通 


(の の pa 


と 月 16 日 一 8 月 15 日 


S 月 13 日 ・14 日 
層 高 校 入試 


県 立 高 等 学校 (全日 制 ) 44 校 2 分 
校 の 入学 者 選抜 学力 検査 が 行わ れ 、 
将 集 人 員 11 .841 人 (推薦 入学 確約 者 
938 人 を 除く ) に 対し 志願 者 数 は 、 
14.818 人 と 平均 競争 率 は 、1.25 倍 と 
が か り ま じじ た た 、 情 報 コ ー ス の 設 
けら れる 新設 の 大 門 高校 に は 、 定 員 
270 人 に 対し 316 人 が 志願 、 競 争 率 は 
1.17 倍 と な り ま し た 


己 ろ 


謙 富 山 計測 展 

産業 展示 館 で 、 和 富山 計測 展 が 開催 
され まじ し た 

この 展示 会 は 、 今 回 で 20 回 を 数 え 
ます が 、 回 を 重ね る ご と 、 そ の 規模 
も 大 きく な っ て きま し た 。 今回 の 出 
品 会 社 は お よそ 150 社 、 商 談 に 当 た 


る 代理 店 も 30 社 近く に な っ て いま す 


4 計測 展 


小糸 洒 宮 祭 mA 


灘 , 外 と コロ 村 記入 一 さ ざ マ 


「 誠 洛 3 


マ マ マ 催 象 県 な 
内 場 日 し に 出 優 本 富 
容 所 時 ま っ 身 秀 県 山 
年 す 富 や な 産 県 
講 東 前 五 - 栖 交 芝 で 
と 、 演 京 十 月 県 夕 者 ・ 
財 ホ 時 二 就 | の 社 ガ 
ー ュ コテ 半 ] 職 ン 定 会 イイ 
ソニ ル か が 希 着 の ダダ 
プ ザ ギ ニ ぢ 提 イ 望 を 活 ン 
トー ュ 午 人 4 ダ の 促 性 ス 
化 世 | 後 ン 視 進化 
経 紀 オニ 二 ス 会 す に 
済 は | 時 - 人 る 不 
下地 ) 人 グ を 写 人 だ ) 河 
ン 方 ニ 開 対 め 欠 


立山 奉 利 用 料金 (一 泊 二 食 付 ) 


区 分 料 金 ( 円 ) 
ー 般 4.600 
中 学生 (県 外 ) 4.600 
ク (県 内 ) 3.300 
小学 生 (県 外 ) 4.100 
ヶ (県 内 ) 3.050 
| 幼 児 1.150 


( 注 ) 暖房 料金 は 、 


1 人 に つき 350 円 必要 で す 。 


但し 、7 ・8 月 は 除き ます 。 


マ っ ア マ 募 婦 し 人 
締 一 の 所 申 開 集 人 て 問 
め 県 う ` 込 設 し 大 い 題 
切 庁 え 年 方 馬 /. ま っ 芝 . だ ザ 
り 内 県 齢 法 す 校 だ ド 
線 庁 ` 十 セ 上 の を く バ 
ぶ 七 婦 職 往 九 月 で 開 方 イ 
月 友人 業 復 ・ 十 ご 設 々 ザ 
大 つう 洒 三 一. 設 も *( 辻 。 1 
圭一 少 電 書 十 ・ 墓 ま 状 ~ 
日 ま 年 話 に 六 十 くす 成 と 
で 本 並 末 三 療 人 ご すず す や 
号 氏 の ・ さき 受 る て 
を 名 五 十 い 講和 語 ご 
記 日 八 “ 生 山 括 
和信 住 間 ・ を 県 忠 

マ ま 紅 ー コ ーー み ま 紹 
連 す 葉 春 十 富 縁 < で 介入 
絡 “の は 五山 の だ に に 場 
先 お 探 ス 日 県 風 ミ ` 参 は 
気 勝 キ 人 立 と い 県 加 無 
語 軽 に | よ 山 の < 店 希 料 
山 に に り 葵 出 商 望 と 
県 ご ど ` 営 一 合 工 の な 
立 利 な 夏 業 弥 い 振 企 っ 
山 用 た は を 陀 は 興業 て 
遼 く で 納 開 ヶ 立 課 は い 
だ も 涼 始 原山 NN /。 守 
さ 利 に し ご 芋 お 四 す 
い 用 ` ま は で 申 月 
^ で 秋 す 四 し 未 企 
き は “月 込 日 業 


公 結 領収 証 を 受け と つて ぐだ さい 


@ 料理 飲食 等 消費 税 
私 た ち が レ スト ラン で 飲食 し た り 、 ホ テル 
に 泊っ た と き に か か る 税金 が 料理 飲食 等 消費 
税 で す 。 
課税 の 対象 と な る の は 、 料 理 店 、 貸 席 、 バ 
ー、 飲 食 店 、 喫 茶店 、 旅 館 な ど で 、 飲 食 を 行 
っ た 場合 で す 。 会社 の 察 や ヤク ラブ な ど で も 同 
じ よ うに 課税 きれ ます 。 
* 税 額 
飲食 な ど に 要 し た 費用 、 つ まり 支払 うべ き 
利用 料金 に 10 多 の 標準 税率 を 乗じ て 計算 し ま 
す 。 
また 、 料 理 飲食 等 消費 税 に は 免税 点 が あっ 
て 、 下 記 人 金額 以 下 の 飲食 な ど に は 課税 され ま 
せん 。 
③④ 飲食 店 な ど で 人 錠 食 な ど を する 場合 
1 人 1 回 2.500 円 
② デ パー ト の 食堂 な ど で あ ら か じ め 品 目 ご と 
に 料金 の 支払 を 受け 、 品 目 ご と に 料金 を 明 
確 に し て いる 店 で 飲食 する 場合 
1 品 1.000 円 


ーー アス 


③ 旅 館 ・ ホ テル を 利用 する 場合 
* 和 宿泊 お よび これ に 伴う 飲食 
1 人 1 泊 5.000 円 

を 飲食 、 休 息 1 人 1 回 2.500 円 

この ほか 、 料 理 飲食 等 消費 税 に は 基礎 捧 除 
が あり これ は 、 旅 館 等 で 宿泊 し た 場合 で 、 そ 
の 料金 が 免税 点 を 越え 、 税 金 が か か る と き 、 
料金 か ら 2.500 円 を 差し 引い て 計算 する も の 
で です 。 

e 申告 ・ 納 税 は 

料理 店 な どの 経営 者 は 、 利 用 者 か ら 利 用 料 
金 と あわ せ て 料理 飲食 等 消費 税 を 徴収 し 、1 
ヵ月 分 の 税額 を 翌月 末日 まで に 知事 に 申告 し 
ます 。 こ の と き 経営 者 は 、 料 理 飲食 等 消費 税 
を お 客 様 か ら 受け と っ た 証し と し て 、 公 給 領 
収 証 ま た は 、 富 山県 で 承認 し た し る し が ある 
私 製 領 収 証 を 発行 する こと に な り ま す 。 

公 給 領収 証 (私 製 領収 証 を 含む ) は 県 民 の 
みな さん が 支払 われ た 税金 と 県 と を 結ぶ 大 切 
な か け 橋 で す 。 必 ず 受 け と られ る よう に お 願 
いし ます 。 
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付 に 成 み が た 険 確 災 
まし 是 し の 自 こ だ 科 完 保 事 導 
続 て 寄 て 労 ら の く の 保 険 業 
きい り 四 働 保 手 時 申 険 と 主 保 
等 た の 月 保険 続 期 告 料 雇 の 際 
で だ 銀 一 険 料 き に ・ と 用 皆 料 
お く < 行 日 料 を で な 納 昭 保 き の 
わこ か 申 算 は り 付 和 険 ん 四 
か と 郵 ら 告 定 "まま の 大 “に 童 
り に 便 五 書 し 事 し 手 十 の ' 納 
に な 局 月 ・ ` 業 た 続 一 昭 労 
な うっ へ 十 納 既 主 " き 年 和 働 は 
ら て 申 五 付 に の を 度 六 保 お 
な い 告 日 書 送 皆 し 概 十 険 早 
い ま ・ ま を 付 さ て 算 年 - め 
点 す 納 で 作 済 ん い 保 度 労 に 
学 や 教 聴 よ 更 マ す 名 家 ま よ 向 
習 技 養 講 り 県 定 開 "の の た う を 
の 術 を 制定 教 時 催 ど 作 近 は と 押 
場 を 高度 時 育 制 唱 う > 作 -- す 土 
を 得 め を 制 委 課 間 ぞ が ・ 合 る 美 
提 た た 始 高 員 程 - 九 新山 も 術 
供 い り め 等 会 の ご 十 作 県 の の 
す と ` ま 学 は 聴 四 覧 六 の と で 視 
る 希 職 す 校 ' 講 月 < 点 発 か ‥ 点 
も 塵 業 " 生 昭 生 十 だ を 表 か 県 に 
の す に こ 徒 和 三 さ 出展 わ 出 た 
で る 関 の と 太 に ヨ 日 い 品 で り 身 っ 
す 方 す 創 共 十 旭 “し すず す の "て 
" 々 る 度 に ま て 麻 華 と 
こ 知 は 学年 C ワ ぃ い 三 い 在 ら 
` 識 ` ぷ ぶ 度 ま 。 十 - 作 . 牌 え 
4 月 街頭 献血 日 程 


@ 高岡 地方 県 民 相談 室 


@ 魚 津 地方 県 民 相 談 室 


@ 念 波 地 方 県 民 相談 室 


氷見 市 民 会 館 前 | 10:00-15:30 新 ポ 市 役場 前 10:0~15:30 
入 着 町 役場 前 10:0~15:30 富山 駅 前 10:0-16:0 
富山 駅 前 10:00-16:00 魚津 市 サン プラ サザ 前 | 10:00-15:30 
高岡 駅 前 10:0-15:30 富山 市 中 央 通り 前 | 10:00-16:00 
時 部 市 メル シー 前 。 | 10:00-15:30| 21 過 | 福光 町 福祉 セン ター 前 | 10:00-15:30 
庄川 町 役 場 前 10:00~15:30 | 2 | 大 沢野 町 図書 飯 前 | 10:00-15:30 
立山 町 役場 前 10:00~15:30 | 26H | 富山 駅 前 10:00-16:00 
高岡 駅 前 10:0-15:3 高岡 駅 前 10:0-15:30 
砺波 市 ジャ スコ 前 |10:00-15:30 高岡 駅 前 10:0-15:30 
13 有 | 富山 西武 前 10:0-16:0 
@ 県 民 相 談 室 富山 市 新 総 曲輪 1-7( 県 庁 内 ) 
人 (0764) 31-4111⑩ 


31-3131 (県 民 電 話 ) 
高岡 市 赤 祖 父 (総合 庁舎 内 ) 
会 (0766) 21-9411 
魚津 市 新宿 10-7 (総合 庁舎 内 ) 
会 (0765) 24-5311 
砺波 市 幸 町 1 -7( 総 合 庁舎 内 ) 
会 (0763) 33-5151 
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エッ セー 「 心 象 の 富山 」 
長 澤 忠 徳 
クロ ー ズ アッ プ 
駅 周辺 環境 整備 事業 スタ ー ト 

ニー 世 紀 へ た くま し く 起 進 

昭和 61 年 度 予算 の 概要 
新た な 時 代 の 要請 に 応じ た 行政 の 実現 へ 

行政 改革 の 概要 
県 政 ル ポ 「 情 報 教育 セン ター」 
TOYMA JUST NOW 「 明 日 の 稚児 舞 」 


汰 団 ビ 日 
「 G 基 
0 
9% ト 


つ し だ 記 つる ぐ で 仁 を の こ 
芝 色 り お 語 し し 年 し 持 ん 
よ 達 と っ 赴 素 ま も い っ つこ な 
記 い は 私 し ) や 晴 い テ 限 て ん に 
ぃ い の 私 富 の ゃ や 言 で し ま 週 り い な 身 
を で 達 山 心 る 上 ふし いし 間 で ら に 近 
胸 は の 県 に 2 ょ 自 た の ずっ 素 に 
に な 手 民 か こう 然 晶 し 晴 
山 い 土 と か の まま ご を っ 程 昨 ゃ ら こ 
を で に し り 斉 入 と 持 お で 年 る し ん 
あ も 軸 で ま 償 記 感 - 写 た い な 
と よ 人 1 し 【 よ ャ と 和 く つ 5 う 大 【 こ 
に う を も た す る い の て 週 ら 自 沢 
し か 持 っ の と ら 県 き 間 や 鉄山 
則 夜 根 い す を 
山 夜 す を 最 ター】 
の の と が 6G 利 近 人 
空 散 い 見 夕 そ 用 ` M 
の 9. 博 。 み “ララ 方 れ も し 本 テー. 肖 = 
玄 ・ こ ら に は て 山 富 も 
関 ド と いな ' 思 空 H 
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が 3 う ) と 空 た 最 
見 プ * 電 人 生 江 と 人 ま 計る 
れ に 商 港 周 と 便 港 い 
な 行 が へ 辺 が の に 
い っ 少 の が し 飛 て 一 
< で な 案 暗 り 行 
周 い 期 市 る 筒 差 響 る 港 ま 
辺 ま 街 こ 今 所 点 を こ 利 で ま 
に す 増 化 と 後 の 等 与 と 用 の た 
は 設 状 と は み の を え や 時 道 ` 
] を 況 し ` 点 交 る ` 章 路 空 
空 検 等 ' 稲 灯 通 こ 夜 以 照 港 
洪 討 を ま 作 し 安 と 間 降 明か 
を し み た 期 て 全 を 照 交 に ら 
案 た な 交 を い 上 考 明 通 つ 国 
内 い が 通 除 ま ぜ 護 が 量 い 道 
す と ら 量 き す ひ し 稲 が て 四 
る 老 設 の 点 必 て 作 減 は 1 
道 え 置 推 知 要 ` に 少 い 
路 て 時 移 9 な 交 影 す 空 号 
ふる さと を 大 きく 育て る た め に 16-19 


児童 手当 が 二 人 目 の 子ども に も 支給 され ます 
シリ ー ズ 成人 病 の 予防 (10) 
くら し の 情報 コー ナー 
くら し の 相談 室 

トピ ックス 

情報 スク ラン ブル 

県 民 ひ ろば 

シリ ー ズ 特産 王国 と や ま 「 木 象 父 」 


、 県民 

| の 皆さん に 親しま 
れる よう 頑張 

り ま す 。 よ ろ 

し く お 願 い 


ここ di 
こん に ち は テレ ビ で 県 政 を 紹介 する 「 こ ん に ち は 富 山 


ーー: 県 で す 」。 \ ら は 司会 の 稲垣 ア ヽ っ 
し ーー | 三 県 で す . 4 月 か ら は 司会 の 稲垣 フ ナウ ン サ 
迷 生 当 に 加え そえ 、 さ わ や か な 女性 レポ ー タ ー 市 井 福 子 
さん が 登場 し ます 。 内容 も いっ そう 充実 し て 

で す より 楽し くわ か りや すく お 送り し ます 。 


北日本 放送 毎週 日 曜日 朝 G8 時 こ 8 時 30 分 
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